
　同窓生のみなさん、恒例の駿輝祭のご案内です。今年度の駿輝祭のテーマは「泡
うた

沫
かた

～最高のひとときを～」です。駿輝祭実行委員長の話では「泡沫とは水面に浮かぶ泡

が儚く消えていくものの例えです。駿輝祭2日間という短い時間の中で、駿輝祭に足

を運んでくださった来場者の方々に最高のひとときを過ごしていただきたいという思

いからこのテーマに決定しました。」とのことです。卒業生による模擬店も出店されま

すので、駿輝祭を一緒に楽しんでいただきたいと思います。

　なお、例年、駿輝祭初日に開催している父母会との共催講演会は、元裁判官・国際弁護

士で、TBS系列で放送中の「ひるおび」にも出演されている「八代英輝」氏をお招きして

「知っていると得をする法律の豆知識」をテーマにお話しいただくことになっています。

　また、今年も講演会の後に懇親パーティーを行いますので、和やかな雰囲気の中で懐

かしい同窓生や教職員との懇談を楽しんでいただければと思います。是非この機会に、

大学時代のご友人と連絡を取り合い、母校に遊びに来てください。例年、お子様連れの

方も参加してくださっておりますので、お子様連れでも気兼ねなくお越しいただけます。

　最後に、当日はゼミナール展も開催します。同窓生の投票によって「同窓会賞」を選

び表彰（副賞付）していますので、後輩の励みにするため投票にご協力をお願いします。

　それでは、多くの同窓生の参加をお待ちしています！

　2017年7月22日（土）群馬支部会が実施されま
した。当日は昼の部「文化の時間」、夜の部「宴の時
間」として、15名が和気藹々と同窓の集いを楽しみ
ました。※（  ）内は出身学部と入学年度。
◆群馬支部長  塚本勝彦（法2013年）

　沢山の輪を広げることができま
した。いろいろな分野のお仕事を
されている方や教授もいらして、
とても奥深い勉強になるお話を聴
かせて頂きました。同窓会・群馬
支部の楽しさ、交流の大切さを
もっともっと知って頂き、活気よ

く盛り上げていきたいです。また、私は大学時代学
業と共に外部でキックボクシングのプロとして試
合に出場していました。是非試合がある日は見に
来てください！同窓会と共にお待ちしております。
◆桐生岳（法1989年）前支部長
　参加者のうち3名が今年の卒業生！希望に燃え
る彼らと温かく迎える先輩、教職員の熱い懇談。新
役員として塚本勝彦支部長、会計役と監査役に横山
貴之さん、飯塚了也さんが選任されました。いずれ
も今年卒業の前途洋々たる人物。大学でもしっか

り育てて頂いたと感謝しています。これからの和
と展開がとても楽しみです。
◆森作勝（法1991年）
　県内には1600名の卒業生。様々なイベントを開
催して、群馬支部あっての駿河台大学にしていきた
いです。そして、助け合いのできる支部にできたら
素敵だと思います。
◆茂木康一（経済1992年）
　趣味や仕事での集いではなく、普段出会わない
方々との時間でした。年の隔たりがあったり、在学
中出会っていてももしかしたらすれ違っていたか
も知れない人達。けれども初めて会うにも関わら
ず、不思議と親近感があって、それが同じ場所で学
んだと言う事、確かに自分がその場所を経験して来
た事の意味なのだと実感しました。
◆吉井良子（経済2003年）
　外であまり働いていない私にとって素晴らしい
出会い。学生時代も部活を通じてOB・OGとお話
させていただく機会はありましたが、ある意味限
定。支部会はなんだか身近だけれども、普通に主婦
をしていては触れない話題も沢山で、毎度勉強に
なります。そして働く意欲が湧いてきます！子供

のことも落ち着いたら、バリバリ働きたくもなり
ます（笑）
◆野本智久（法1987年）
　いろいろな職業・年代の方々と交流でき、感謝。
開学から30年、群馬にＵターン・Ｉターン・Ｊターン
でくるOBが多くなってきましたが、私が住む東毛
地域からの参加者が少ないので、一期生としてもっ
と盛り上げていきたいです。
◆福島大輔（法1989年）
　昨年から始まった群馬支部会、まだまだ少人数で
すが、有意義な深い交流が図れています。来年も駿
大の繋がりを広げていきたいので、群馬県にゆかり
のある方、是非ご参加ください。

駿河台大学同窓会ホームページ　http://www.surugadai.ac.jp/dousou/index.html

発行：駿河台大学同窓会事務局
〒357-8555 埼玉県飯能市阿須698
☎042-972-1101
dousou@surugadai.ac.jp

駿河台大学同窓会報

第31回駿輝祭のご案内第31回駿輝祭のご案内
10月28日（土）・29日（日）に開催いたします！10月28日（土）・29日（日）に開催いたします！

2017年7月22日（土） 群馬支部会実施報告2017年7月22日（土） 群馬支部会実施報告

●爆笑お笑いライブ　出演：しずる、ボヨンボヨン 他
●スタンプラリー
●フリーマーケット
その他、イベント盛りだくさん！！
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八代英輝氏 講演会

［日時］2017年10月28日土 13：00～
［場所］駿河台大学 第2講義棟4階 7405教室
入場無料（先着順・申込不要）

プロフィール
元裁判官・国際弁護士。1964年、東京都生まれ。日米両国で弁護士資格を取得。
専門は、知的財産権法、著作権法、国際契約法など。特に、コンテンツビジネ
スに欠かせない著作権法や知的財産権法に精通した数少ない弁護士として、各
方面で活躍。一方で、弁護士としての専門的な突いたコメントや、親しみやす
いキャラクターで、テレビラジオなど各メディアでも幅広く活動。TBS系列「ひ
るおび」（月～金 10:25～13:55）レギュラー出演
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日時：10月28日（土）15時～16時30分
場所： 第二講義棟15階
　　　スカイビューラウンジ
会費：無料



＜総　会＞
　５月20日（土）、都内のホテルグランドパレスにおいて2017年度の同
窓会総会及び懇親会が開催されました。総会は、15時から開始され、
議事に先立ち、同窓会名誉顧問である吉田恒雄学長よりご挨拶をいただ
きました。

＜名誉顧問　吉田恒雄学長　挨拶＞
　皆さんこんにちは。只今、ご紹介いただきました学長の吉田でござい
ます。どうぞ、よろしくお願いいたします。同窓会の皆様におかれまし
ては、日頃より、本学の教育・学生支援・就職等の活動に対し、多大の
ご協力・ご支援をいただきまして、篤く御礼申し上げます。皆様のご支
援によりまして、学生が日々素晴らしい環境で勉学に励み、スポーツ等
の課外活動にいそしみ、充実した学生生活を送ることができております。
皆様方のご協力に感謝申し上げます。
　特に昨年は、大学への財政的なご支援といたしまして、寄付講座への
ご援助をはじめとして、創立30周年記念祝賀会へのご後援、また、人
工芝メンテナンス機器一式をお贈りいただくなど、多額のご援助をいた
だきました。どうもありがとうございます。学生応援企画といたしまし
ては、駿輝祭における優秀な展示への表彰、さらには卒業寄附として、
7405教室における可動式舞台を設置させていただきました。これによ
り、舞台が広くなり大変使いやすくなりました。また、グランドデザイ
ン支援費については、各種受験料補助をいただき、これが学生の勉学の
動機付けになり、受験者数の増加、合格者数の増加につながり、本学の
教育の充実に大いに役立たせていただいているところでございます。グ
ランドデザイン関係では、その他に、教材や学部紹介パンフレットの作
成など、学生の教育や志願者増に向けた取組に使わせていただきました。
加えて第２講義棟15階の学生ラウンジ、こちらは、同窓会の懇親会で
も使わせていただいておりますけれども、こちらの床の張替えを行いま
して、部屋全体が明るくなりました。学生達の居場所としても、大変効
果的な部屋になっているかと思います。これらのご支援をいただきまし
て、おかげさまで、グランドデザインに掲げられた目標を達成すること
ができました。特に、重要課題である入学定員の確保及び就職率の向上
を実現できたことは大きな成果であるといえます。皆様方のご支援、誠
にありがとうございました。
　それでは、ここで本学の状況を簡単に説明させていただきます。
　まず入試の状況です。昨年度行われた入試では、久しぶりに入学定員
を確保することができました。好景気に支えられ、延べ受験者数が増加
したとの見方もありますが、私どもといたしましては、グランドデザイ
ンに基づくきめ細かい教育や学生支援の努力が受験生、高校関係者の皆
様にご理解いただき評価された結果であると捉えています。また、丁寧
な就職指導により一昨年度を上回る就職率をあげることができたのも、
大きく影響していると思います。特に昨年度の入試では、1年次生、編
入学生の外国人留学生が合計で95名入学し、キャンパスがたいへん賑
やかになっています。グローバル教育を推進しております本学といたし
ましては、今後の発展が大いに期待されるところであります。経済経営
学部では、来年度から新たに観光・国際ビジネスコースを設置し、グロー
バル教育を充実させることとしていますので、ご期待いただければと思
います。
　とはいえ、今年度の入試では、都心部の大規模大学の定員増が予定さ
れています。厳しい状況が続きますが、皆様のご支援により、今年度の
入試は、さらに良い結果を残せるように尽力する所存でありますので、
よろしくお願いいたします。
　先ほどもお話ししましたように、昨年度、本学は創立30周年を迎え
ました。11月26日には、本学で記念式典が、飯能のホテルヘリテージ
では記念祝賀会が開催され、多数の関係者の方々とともに、30周年を
祝うことができました。また、その機会に次の５カ年計画であるグラン
ドデザイン2021を発表し、新たなスタートを切ることといたしました。
　教育上の取組といたしましては、昨年の駿河台大学教育研究センター
の設置に続いて、今年度は、地域創生研究センターを立ち上げました。
地域活性化に向け、人材育成の責務を果たし、調査・研究機能を活用し
て地域の発展に貢献することを目的としています。今年度は、地域の森
林・観光をテーマにした研究、災害と文化財保護、地域企業のイノベー

ションに関する研究を行うこととしています。教育面でも、教育力の駿
大をさらに発展させるため、アクティブ・ラーニング型の授業や教育成
果の把握、可視化を実現する研究が進められています。
　地域貢献では、昨年から株式会社ソニー・ミュージック・エンターテ
イメント様のご協力により、飯能グリーンカーニバルが開催され、夏休
みに家族連れで本学のキャンパスが賑わいました。今年度は、先のゴー
ルデンウィーク中に開催され、コンサートやブースの出展、パンフェス
などのイベントが行われました。
　このように本学では、引き続き地域における知の核として、教育、研
究、地域貢献の役割を果たして参りますので、ご支援の程、よろしくお
願いいたします。
　最後にスポーツ面での活躍でございます。皆様ご承知のように、本学
の強化指定クラブは、素晴らしい活躍をしております。今年のお正月は、
駅伝部の平賀選手が関東学生連合チームとして３区を区間２位相当で快
走し、スポーツ新聞でも大きく取り上げられました。野球部は、東京新
大学野球連盟秋季リーグ２部で優勝し、再度の１部昇格を果たしました。
陸上競技部は、全日本インカレ女子４×400ｍリレー３位に、日本選手
権でのリレー男子４×400ｍリレーで３位と男女ともに全国レベルの成
績を残しております。その他、３年前に同窓会からご支援をいただきま
したレーサーの坪井翔君が、先日のＧＴ300で優勝したとのうれしい知
らせも届いています。スポーツに関しては、ご案内のように、駿河台大
学アスリート宣言が昨年の秋に定められました。これによって、単に競
技成績を上げるだけでなく、スポーツ教育の本来の姿に立ち返って、教
育面、競技面、地域への貢献において充実したスポーツの取り組みを図っ
て行こうと思っております。
　以上のように同窓会の皆様のご支援により、様々な面で着実に成果が
上がっています。本学が、今後さらに教育の質を向上させ、地域の知の
核としての役割を十分に果たすことができますよう、今年度も引き続き
のご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。また、近年、大学の教
育の質の向上のために、学生、御父母、地域の企業・自治体とともに、卒
業生の方々にもステーク・ホルダーとして大学の教学面に関与していた
だく機会を設ける傾向にあります。本学において目指すべき教育目標の
実現が図られているかどうか、第三者の眼で評価点検することが求めら
れています。同窓生の皆様におかれましては、大学の営みにもぜひ積極
的に目を向けていただき、本学の発展にご協力いただければと存じます。

　最後にあらためて、同窓会の皆様に日頃のご支援に対する感謝を申し
上げると共に、同窓会の今後ますますのご 発展を祈念して、ご挨拶とさ
せていただきます。本日は、ありがとうございました。

同窓会総会・懇親会開催報告同窓会総会・懇親会開催報告2017年度



（１）2016年度事業報告及び収支決算報告について
（２）2016年度監査報告について
　2016年度の主な事業活動として、
　① 2015年度卒業生から大学への卒業寄付：各種講演会やイベントを
実施している第二講義棟４階7405教室（650名収容）の舞台を必要
に応じて拡張できる可動式舞台を贈呈。

　② 定期総会・懇親会の開催：５月21日（土）、母校を会場に同窓会総
会を開き、総会終了後にはヘリテイジ飯能sta.に移動して懇親会を
開催。同窓会員及び教職員を含め約140名が参加。

　③ ホームカミングデーの実施：ホームカミングデーに合わせ、NHK
大河ドラマ「真田丸」に出演中の新納慎也さん（豊臣秀次役）、村上
新悟さん（直江兼続役）と番組時代考証を担当した本学法学部黒田基
樹教授とのスペシャルトークショーを開催。

　④ 同窓会寄附講座：「インターンシップⅠ」「森林文化実習」「まちづ
くり実践」の３講座に対し資金を支援。

　⑤ グランドデザイン支援：大学が2012年度から５カ年計画で進めて
いる中期計画（グランドデザイン）の実現に向けた新入生確保、就職
率や学生満足度の向上に向けた取り組みに対し資金を支援。

　　 　また、グランドデザインに基づく施設改修等として、第二講義棟
15階学生ラウンジの床材張替費用を支援。

　⑥ 創立30周年記念事業支援：創立30周年を迎えた母校に対し、同窓
会から周年記念品として、人工芝メンテナンス機一式の贈呈及び記
念祝賀会を後援。

　⑦ 学生応援企画：本学ホッケー部が出場する「高円宮牌ホッケー日本
リーグ」への広告協賛。

など会員相互の親睦と母校発展に寄与する活動が報告され、引き続き、
会計監査担当者による監査報告の後、議題は承認されました。

（３）会則改正及び支部規約（案）について
　同窓会会則が以下のとおり改正され、併せて「駿河台大学同窓会支部
規約」が制定されました。

　「駿河台大学同窓会支部規約」については、同窓会ホームページをご
覧ください。

（４）2017年度事業計画及び収支予算案について
　前年度実施した事業を継承しつつ、以下の新規事業及び予算案が承認
されました。
　① 同窓会活性化を目的とする支部組織の拡大：同窓会会則の改正及び
支部規約の制定により、地方支部組織にとどまらず、同窓生相互の
交流を促し職域単位などの新たな支部組織を設立し易い環境をつく
る。

　② 「同窓会講座」開講に向けた対策：従前の「資金提供型」の寄附講
座に加えて、同窓生が授業を受け持つ「講師派遣型」の講座を
2018年度より開講すべく、その準備を進める。2017年度は試行
期間と位置づけ、通常授業の数コマを同窓生が受け持ちながら、今
後の講師の人選や授業方法を検討。

　③ 現役学生への資格取得・検定試験受験の助成：現役学生に対する同
窓会費納入メリットの一つとして、行政書士、宅地建物取引士など
の資格取得やフランス語、中国語などの語学検定試験及びＭＯＳ試
験等を積極的に受験する学生に対して、受験料（検定料）の半額を助
成し、後輩たちの努力を支援。

2017年度同窓会総会議事

　（１）2016年度事業報告及び収支決算報告について

　（２）2016年度監査報告について

　（３）会則改正及び支部規約（案）について

　（４）2017年度事業計画及び収支予算案について

新 旧
第16条（支部）
　本会に支部を設置することがで
きる。
２　支部の規約は、別に定める。

第16条（地方支部）
　本会に地方支部を設置すること
ができる。
２　支部の規約は、別に定める。

　④ 現役学生との交流事業：現役学生に対する同窓会費納入メリットの
一つとして、同窓会が提供する交流イベントを企画。初年度は、現
在キャリアセンター主催で行っている現役学生向けの就活支援イベ
ント「卒業生との交流会・社会で活躍する駿大OB・OGとの座談会」
や、学部単位で実施している卒業生を活用した就活支援行事を後援。

※他の事業計画及び予算案につきましては、同窓会ホームページをご覧
ください。

＜懇親会＞
　総会終了後、会場をホテル２F「チェリールーム」に移して、懇親会
を開催しました。同窓生100名に加えて、大学の教職員並びに７名の名
誉教授の先生方もご参加くださり、総勢130名を超える盛大な懇親会と
なりました。宴の中では、日頃の同窓会からの支援に対するお礼として、
アカペラサークルａ.ｃ.ｐの学生によるパフォーマンスも披露され、
大いに盛り上がる
とともに恩師、旧
友との交流を図る
ことのできる楽し
いひと時となりま
した。
　今年は残念なが
ら欠席された方々
も、来年は是非ご
参加いただきます
ことをお待ちして
おります。

2017年度役員（太字が新任）
役　職 氏　名 卒業年 学　部
会　長 中島　俊夫 平成  7年卒 法学部

副会長
桐生　　岳 平成  5年卒 法学部
新井　克明 平成12年卒 文化情報学部

会　計
渡部　成人 平成  9年卒 法学部
飯塚小姫子 平成13年卒 文化情報学部

会計監査
長嶋　亮吉 平成  7年卒 経済学部
朝田　　淳 平成15年卒 文化情報学部

委　員

冨岡　勇哉 平成  4年卒 法学部
廣瀬　　尚 平成  5年卒 法学部
市川　紀子 平成  7年卒 法学部
三枝　桂子 平成18年卒 現代文化学部
舩津丸　仁 平成18年卒 経済学部
岡部　浩一 平成20年卒 経済学部
林　　浩一 平成20年卒 法学部
引木　智徳 平成26年卒 現代文化学部

役　職 氏　名 所　属

幹　事

大貫　秀明 副学長（学生支援担当）
大森　一宏 副学長（教務担当）
本池　　巧 副学長（就職担当）
黒田　基樹 副学長（入試広報担当）
雷　　光一 キャリアセンター事務部長
早川　泰文 学生支援部長兼同窓会事務局長

アカペラサークルａ.ｃ.ｐの皆さん

懇親会集合写真



沖縄支部会を開催します

　以下のとおり、沖縄支部会を開催する運びとなりました。当日は、

同じホテルにおいて父母会の支部会も開催されることとなっており、

懇親会は、同窓会・父母会の合同懇親会を予定しています。

　沖縄県出身・在住の同窓生の方には、別途、ご案内を郵送いたしま

すので、奮ってご参加ください。

日時：2017年12月９日（土）　
　　　　15：00　同窓会沖縄支部会

　　　　16：00　同窓会・父母会合同懇親会

会場：ホテルロイヤルオリオン　
　　　　〒902-0067 那覇市安里1-2-21　℡098-866-5533

　　　　（ゆいレール「牧志駅」徒歩３分）

会費：無料

　平成29年３月18日（土）に、栃木県の大日向カントリークラブに

て、第37回ゴルフ部ＯＢコンペを開催致しました。春暖の心地よい

気候の中、卒業生11名、そこに現役生１名にも参加をしてもらい、

合計12名にて相互の懇親を深めることができました。

　現在、ゴルフ部ＯＢ会には約90名の卒業生がおります。卒業生相

互の懇親を目的に年２回（春・秋）のゴルフコンペを開催し、さらに

現役ゴルフ部員の有志にも参加をしてもらう事で交流を深めており

ます。

　仕事の都合や現住所の関係で参加ができない卒業生も多くおりま

すが、今後もゴルフ部のOB・OGに声をかけ、継続的に開催を行

いたいと思いますので、関係者の皆様には引続きご理解とご協力を

いただければ幸甚です。 （吉田将卓　法学部・98年卒）

【重要】同窓会本部では、卒業生の「人材バンク」機能の構築を進めています。現役学生に対する講座の講師役や就職座談会などへの支援を
お願いする際に活用していきたいと考えています。追って、同窓会本部や大学関係者より事前に「人材バンク」への登録可否を伺う連絡が
入る場合がございますので、予めご承知いただくとともに登録にご理解ご協力のほどお願いいたします。

卒業生子弟への学費支援について

　同窓生の皆さん、ご存じでしょうか？　母校（本学）にお子さんが入

学する場合には、大学と同窓会で大きな学費支援を用意しています。

受験期のお子さまをお持ちの同窓生の皆さん、母校への進路を是非ご

検討ください。

①入学金　
　全額免除（2018年度入学の場合、25万円）：大学給付制度

②授業料　
　半額免除（同上、年間685,000円の半額）：同窓会給付制度

※入学初年度に限り給付するもので、継続はありません。

　詳しくは、同窓会ホームページをご覧ください。

駿河台大学貸与奨学生・日本学生支援機構奨学生の方へ

駿河台大学貸与奨学生の方
　毎年11月頃に、本学よりご登録住所へ「償還通知」をお送りして

います。その後、振込用紙をお送りしますので、12月末日までに返

還金の納入をお願いいたし ます。

日本学生支援機構奨学生の方
　奨学金の返還は、卒業した年の10月27日（金融機関が休業日の場合

は翌営業日） から、月賦返還または月賦・半年賦併用返還により行わ

れます。ただし、奨学金の返還が経済的に困難になった場合は、「奨

学金返還期限猶予願」もしくは「奨学金減額返還願」を日本学生支援

機構に提出し、必ず手続きをしてください。各手続の詳細については

日本学生支援機構のホームページをご覧いただくか、奨学金返還相談

センターにご相談ください。

同窓会事務局より同窓会事務局より

ゴルフ部ＯＢコンペを開催しました

支 部 会 連 絡 先

北海道支部会　上見国敏さん （経済学部・95年卒）　
　　　　　　　☎0154-24-3811
新潟支部会　廣川智志さん （法学部・91年卒）　
　　　　　　　dousou@surugadai.ac.jp（同窓会事務局宛て）
長野支部会　樋口雄一さん （法学部・93年卒）　　
　　　　　　　☎090-3276-7929　
　　　　　　　sundai-nagano@answerwind.com

山梨支部会　塩澤清志さん （法学部・91年卒）　　
　　　　　　　dousou@surugadai.ac.jp（同窓会事務局宛て）
群馬支部会　桐生　岳さん （法学部・93年卒）　　
　　　　　　　☎090-8840-6123　
　　　　　　　sundai-gunma@answerwind.com

訃報（山﨑善久　駿河台大学理事長）

　本学１期生の駿河台大学 山﨑善久理事長（任期:2016年９月～

2019年９月）が2017年８月12日にご逝去されました。

　山﨑理事長は、大学創立者の山﨑春之の遺志を継承し、本学の

建学の精神「愛情教育」を基礎として、学生一人ひとりの個性を

最大限に尊重した教育環境の整備に尽力されました。

　ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　「お別れの会」につきましては、同窓会ホームページをご覧く

ださい。


